
取組事例紹介

働き方改革応援レシピ

製麺機もIT化の時代です

・従来は配合や混ぜ作業が手作業だったが、機械で処理されるようになり、量産化に成功した。
・製造コストを削減することで、賃金を引き上げることができ、価格競争にも対抗できるようになった。
・生産性が向上したことに伴い、残業時間が短縮され、36協定の上限を見直した。

他店との価格競争や原材料の高騰に対し、製造過程の機械化を進め、質の高い麺の量産や経験の浅い従業員
でも効率的に麺を製造できる仕組みに取り組んだ。

飲食業向け

製麺機を導入し、コスト
カットを図ってみてはどう
でしょう。

業種：飲食業 従業員数：9４名

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！
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人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！
No.36

～時短・生産性を向上させる工夫～

人手不足で人を増やしたいが、
価格競争が厳しい。
どうしたものか。

いやいや、市販の製麺機じゃ、麺の
練り時間や水の量の調整が難しいか
ら、美味しい麺ができないよ。

（導入前） （導入後）

このままでは状況を
変えることはできま
せんよ。

たとえば、ＩＴシステム内蔵型の製麺機であ
れば、加水量や練り時間を状況に応じて判断
可能なものもありますよ。
導入費用には助成金が利用可能です。

ＩＴシステム内蔵型の製麺機を導入したとこ
ろ、手打ちと同じ質感を持つ麺が効率的に作
成できるようになり、コストカットを価格に
反映させ、競争力も向上しました。
売上げもアップしました。

【IT内臓型製麺機導入経費の一部を助成】
○業務改善助成金
助成率 ７５％

（一定要件の場合、８０％）
かつ

助成額最大 ４５０万円
◆助成金等には、事業場内最低賃金を引き
上げる等、一定の要件があります。ＩＴ内蔵型製麺機を導入！！

詳しくは当センター特設サイトへアクセス 愛知働き方改革推進支援センター► 検索
QRコード
でもアクセス
可能です！
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